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特定非営利活動法人 国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）情報誌国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）情報誌国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）情報誌国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）情報誌 

Non Profit Organization International Association for Restoration of Native Forest

レナフォだよりレナフォだよりレナフォだよりレナフォだより    第第第第６６６６号号号号

（（（（2020202012121212 年年年年 10101010 月月月月))))    〒154-0023 東京都世田谷区若林 5-21-1 NPO 法人 国際ふるさとの森づくり協会  
いのちを守る森の防潮堤いのちを守る森の防潮堤いのちを守る森の防潮堤いのちを守る森の防潮堤    その後その後その後その後     レナフォだより第 5号（2011年 12月発行）で、宮脇昭レナフォ特別顧問（横浜国立大学名誉教授）が提唱されている「いのちを守る森の防潮堤」について紹介しました。第 6 号の発行にあたって、その後の動きをたどってみます。 

 

プロジェクト推進シンポジウムプロジェクト推進シンポジウムプロジェクト推進シンポジウムプロジェクト推進シンポジウム    

    3.11 東日本大震災からほぼ 1年が経過した 3月 3日、仙台市青葉区の東北福祉大学で、「いのちを守る森の防潮堤プロジェクト推進シンポジウム」を、レナフォ主催で開催しました。会場には 800人を超える人々が集まり、森の防潮堤に対する市民の強い期待と関心を感じました。  このシンポジウムの内容については後述します。また、さらに詳細な記録は先般、会員の皆さんに送らせていただきましたのでここでは省略します。  このシンポジウムから 10日後 3月 13日に、政府のがれき処理関係の閣僚会合が開かれ、防潮堤の盛土や避難用高台の整備にがれきを積極的に使う方針が出されたと報じられました。3月 17日には、宮城県議会の全議員による「森の防潮堤議員連盟」が発足し、地元県議会の明確な意志が表明されました。3月 20日には、宮脇昭特別顧問が細川護煕元首相とともに野田佳彦首相と会談し、首相は、森の防潮堤を前向きに進める意思を表明したと報道されました。また、7 月 6 日には、森の防潮堤構想に賛同しこれを進めたいと願う市民・企業等からの寄付を受け入れる機関として、一般財団法人「瓦礫を活かす森の長城プロジェクト」が発足しました。理事長に細川元首相、副理事長には宮脇特別顧問が就任され、理事・評議員に秋元康、江崎玲於奈両氏ら著名な方々が名を連ねています。 
 

森の防潮堤の実施森の防潮堤の実施森の防潮堤の実施森の防潮堤の実施     森の防潮堤づくり植樹第 1号は 4月 30日、岩手県大槌町の小鎚川右岸で実施されました。 大槌町は津波によって町長をはじめ多くの町役場の職員も犠牲になった被災地です。創立記念事業として数年前から自社工場の周囲にふるさとの森づくりを実施している横浜ゴムがスポンサー兼実施主体となって、タブノキ等の常緑広葉樹を主とする 16種 3,391本の苗木が大槌町住民 360人を含む参加者 543人によって植えられました。この日は、先のシンポジウムに出席された碇川豊町長はもちろん、     千年希望の丘（宮城県岩沼市） 細野豪志環境大臣も植樹に参加されました。 
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森の防潮堤づくり植樹の第 2号として、5月 26日に宮城県岩沼市の空港南公園で、「千年希望の丘」植樹祭が実施されました。大震災で 185 人の犠牲者が出た岩沼市では、3人の市民が公園の築山に避難して助かっています。この植樹計画は、井口経明市長が強いリーダーシップで進めており、年明けから市の事業として準備が進められてきました。しかし、がれきを盛土材料として利用することに県や国の機関が強い抵抗を示し、試験的なケースとして彼らの了解を取り付けることに莫大な時間と、エネルギーを要したと、市長はシンポジウムや植樹祭式典で語っておられました。  植樹祭当日は多くの外国人を含む 1000人を超える人々が集まり、タブノキ、アカガシ等 20種類 6000 本の苗木を植え付けました。細川元首相も宮脇特別顧問や井口市長らとスコップを手に汗を流しました＝写真＝写真＝写真＝写真㊤㊤㊤㊤。レナフォはこの植樹祭に後援団体として参加し、会員・植生工学士の皆さんには準備工・当日の指導・後片付け作業等に大変ご苦労をいただきました。 
 

最近の状況最近の状況最近の状況最近の状況     このように見てまいりますと、森の防潮堤づくり事業は順風満帆、順調に進ちょくしているように感じられるかもしれません。しかし、現地での実績も 3カ所目が未だ実施されておりません。林野庁の事業として実施する方向も伝えられていますが、具体的な姿が見えておりません。3 月時点では政界のトップ層もすぐに動き出しそうに見えた森の防潮堤フィーバーは、その後どうなったのでしょうか。  南海トラフを震源とする大地震と大津波の予想が見直されました。「死者・行方不明者 32万人」の数字を見るまでもなく、日本人であれば、津波は東北だけの問題と呑気な考えで過ごすことができなくなりました。マスコミの関心も昨今は、東日本大震災からの復旧よりも政局や近隣国との領土問題などに移っていますが、巨大災害は遠からず、必ずまた日本列島を襲う事象であり、備えを怠ってはならないと思います。これからもますます熱意を持って、多様な潜在自然植生からなる森の防潮堤づくり推進のために努力を傾注しなければなりません。  日常的には多様な動植物にあふれる自然林が人々の心を癒し、ひとたび大津波が襲うときは人々の命を救ってくれる森に包まれた防潮堤を、数千年先まで子孫に残してあげましょう。 （理事長 髙野義武）    
 

■ 森林を再生する事業 ■ １）１）１）１）植樹体験＆ちびっこワークショップ植樹体験＆ちびっこワークショップ植樹体験＆ちびっこワークショップ植樹体験＆ちびっこワークショップ            （（（（2011201120112011 年年年年 9999 月月月月 17171717 日日日日、湘南国際村、湘南国際村、湘南国際村、湘南国際村、レナフォ共催、レナフォ共催、レナフォ共催、レナフォ共催））））    主催：協働参加型めぐりの森づくり推進会議 共催：認定 NPO法人環境リレーションズ研究所   植樹本数：22種類、3000本 参加者：65人   晴天に恵まれましたが、参加者募集の呼び掛けが短期間だったこともあって参加者は子供たちを含め 65人と少なめでした。準備した 22 種類 3000本の苗木を午前中に 1500本植えましたが、参加者の大部分は午後のちびっこワークショップ（工作教室）に回ったため、残りの 1500本はレナフォ関係者を中心にわずか30人の手で植えていただきました。残暑きびしい中、     午前中の植樹後記念写真 ご苦労をいただき、ありがとうございました。          

2011201120112011 年度主年度主年度主年度主なななな実施事業実施事業実施事業実施事業
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 ２）２）２）２）第第第第 5555 回レナフォ連携の森植樹祭回レナフォ連携の森植樹祭回レナフォ連携の森植樹祭回レナフォ連携の森植樹祭（（（（2011201120112011 年年年年 11111111 月月月月 6666 日、湘南国際村日、湘南国際村日、湘南国際村日、湘南国際村、レナフォ、レナフォ、レナフォ、レナフォ主催）主催）主催）主催）    共催：協働参加型めぐりの森づくり推進会議 植樹本数：22種類、3000本 参加者数：350人。  当日参加の主な団体として、NPO法人 GoodDay、葉山上山口町内会、国際ソロプチミスト横須賀、NPO 法人響、JICA 研修「荒廃地再生コース」研修生などがあり、幼児の姿も＝写真㊨㊦＝写真㊨㊦＝写真㊨㊦＝写真㊨㊦。  現場は、これまでの会場から 300ｍ程東へ下った南西向き斜面で、砕石製造場跡地とされるところ。広さは 1007.5㎡。 植樹祭に先立って現場を見られた宮脇昭特別顧問から今までにない厳しいご叱責とご指導をいただきました。具体的には次の内容でした。 ① 耕転が不十分であり、これでは根が地中に伸びて行けない。 ② 表土として客土した黒土は有機質を含まない土壌であり表土として不適切である。 ③ 植樹予定地の周辺には枯葉や腐植土などの優れ   た資源があるのに、これらを活用せずむしろ植樹  場所から排除していることは大きな誤りである。 ④ 他人に任せきりにせず、大事なポイント  は自分自身で確認し実行すること。   植樹祭開始までの僅かな時間でしたが、スタッフ一同スコップで周りから枯葉や腐植土を植樹帯に投げ込みました＝写真㊨＝写真㊨＝写真㊨＝写真㊨㊤㊤㊤㊤㊥㊥㊥㊥。いつの間にか格好や体裁を重視し、現場近くの身近な地球資源である枯葉や腐植土を排除していた点を鋭くご指摘いただき、大いに反省した次第です。 
 

 

 ３）３）３）３）カンボジア森林再生プロジェクトカンボジア森林再生プロジェクトカンボジア森林再生プロジェクトカンボジア森林再生プロジェクト    （（（（2012201220122012 年年年年 1111 月月月月 22222222 日、カンボジア王立農業大学日、カンボジア王立農業大学日、カンボジア王立農業大学日、カンボジア王立農業大学、レナフォ、レナフォ、レナフォ、レナフォ共催）共催）共催）共催）    
   共催：カンボジア王立農業大学（RUA）、 財団法人地球環境戦略研究機関国際生態学センター（JISE）、 資金助成：財団法人国土緑化推進機構    植樹本数：7種類、5000本  この事業は、レナフォが海外において実施した最初の事業です。同大学は、プノンペンの郊外、車で 30分のところにあり、大学敷地内のサッカーグラウンドに近い敷地境界の幅 5㍍、長さ 320㍍の用地に、7種類、5000本の苗木を植えました。 宮脇昭特別顧問が現地で講演と植樹指導にあたり、同大学の学生や日本人ボランティアなど約 350 人が参加しました＝写真＝写真＝写真＝写真㊧㊧㊧㊧。日本からの参加者は、植生工学士やレナフォの関係者ら 20人。  樹種の内訳は、この土地の潜在自然植生であるフタバガキ科のDipterocarpus alatus など常緑広葉樹3


